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瀬

真
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〈
登

場

人

物

一

覧

〉 

鈴

木

理

菜
(

９

)(

１

８

)

大

学

１

年

生 

鈴

木

理

菜

(
３

)(

１

８

)

大

学

１

年

生 

高

橋

湊

(

２

３
)

理

菜

の

ア

パ

ー

ト

の

隣

人 

花

村

夏

凛

(

１

８

)
理

菜

の

親

友 

市

川

拓

也

(

１

８

)

理

菜

の

親

友 

西

原

圭

吾

(

１

８

)

市

川

の

友

達 

成

宮

翔

(

１

８

)

市

川

の

友

達 

白

水

透

(

５

４

)

バ

ー

の

マ

ス

タ

ー 

佐

々

木

俊

哉

(

４

５

)

ニ

ュ

ー

ス

サ

イ

ト

の

編

集

長 

塚

目

凛

子

(

３

４

)

護

身

術

の

師

範

 
 

前

田

明

日

香

(

２

９

)

理

菜

の

実

の

母 

鈴

木

健

一

(

４

１

)

理

菜

の

育

て

の

父 

鈴

木

香

澄

(

４

１

)

理

菜

の

育

て

の

母 

阿

部

宏

樹

(

５

８

)

理

菜

の

主

治

医 

奈

良

坂

壮

一

(

２

６

)(

３

５

)

元

長

野

県

警 

奈

良

坂

泉

(

３

５

)

奈

良

坂

の

妻 

奈

良

坂

千

夏

(

８

)

奈

良

坂

の

娘 

竹

内

魁

(

２

０

)

高

橋

の

兄 

吾

妻

豊

(

４

６

)(

５

５

)

長

野

県

警 
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吾

妻

美

枝

子

(

５

１

) 

吾

妻

の

妻 

阿

部

美

里
(

４

９

)

阿

部

司

の

母 

阿

部

司

(
２

９
)

？ 

阿

部

樹

(

２

４
)

阿

部

司

の

弟 
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◯

ア

パ

ー

ト

・
理

菜

の

部

屋

の

中 

鈴

木

理

菜

(

１

８

)

、

鏡

の

前

で

化

粧

を

し 
て

い

る

。 

外

か

ら

聞

こ

え

る

パ

ト

カ

ー

と

救

急

車

の

サ 

イ

レ

ン

に

、

何

事

か

と

怪

訝

な

顔

を

す

る

。 

 

○

港

区

の

住

宅

街

・
小

山

家 

広

い

庭

の

あ

る

洋

風

の

一

軒

家

。 

門

の

外

に

は

規

制

線

が

張

ら

れ

、

警

察

官

が 

立

っ

て

い

る

。 

近

く

に

は

パ

ト

カ

ー

や

救

急

車

が

止

ま

り

、 

野

次

馬

や

マ

ス

コ

ミ

で

人

だ

か

り

が

で

き

る

。 

警

察

官

「
押

さ

な

い

で

く

だ

さ

ー

い

！

」 

リ

ポ

ー

タ

ー

「
こ

ち

ら

現

場

に

は

規

制

線

が

張

ら

れ

、 

中

の

様

子

を

確

認

す

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

が

、

次

々

と

パ

ト

カ

ー

が

到

着

し

、

現

場

は

物

々

し

い

雰

囲

気

に

包

ま

れ

て

い

ま

す

」 

と

、

カ

メ

ラ

に

向

か

っ

て

中

継

。 

理

菜

、

集

団

の

後

ろ

の

方

で

背

伸

び

し

て

様 

子

を

伺

う

。 
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理

菜

「
あ

の

、

何

が

あ

っ

た

ん

で

す

か

？

」 

と

、

隣

の

婦

人

に

尋

ね

る

。 
婦

人

、

言

い

づ

ら

そ

う

に

、 

婦

人

「

(

小

声

で
)

家

の

中

で

家

族

全

員

亡

く

な

っ 

て

た

ら

し

い

の

」 

理

菜

「
え

…
…

」 

と

、

目

を

大

き

く

見

開

く

。 

婦

人

「
全

員

刃

物

で

滅

多

刺

し

に

さ

れ

て

…
…

血

だ 

ら

け

だ

っ

た

み

た

い

よ

」 

理

菜

、

腰

が

抜

け

て

地

面

に

座

り

込

む

。 

婦

人

「
ち

ょ

っ

と

、

あ

な

た

大

丈

夫

！

？

」 

理

菜

は

呼

吸

が

荒

く

な

り

、

周

り

の

音

が

遠 

く

な

っ

て

い

く

。 

な

ん

と

か

立

ち

上

が

る

が

、

顔

は

真

っ

青

で

、 

足

元

も

お

ぼ

つ

か

な

い

。 

倒

れ

そ

う

に

な

る

の

を

あ

る

青

年

が

支

え

る

。 

青

年

「
ね

ぇ

、

大

丈

夫

？

」 

理

菜

「

ハ

ァ

ッ

、

ハ

ァ

ッ

、

ン

ハ

ァ

ッ…
…

」 

理

菜

は

そ

の

ま

ま

意

識

を

手

放

す

。 
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○

公

園

(

朝

)
 

青

年

の

歌

「

ロ

ン

ド

ン

橋

落

ち

る

、
落

ち

る

、

落

ち 

る

。

ロ

ン

ド

ン

橋

落

ち

る

、

マ

イ

・

フ

ェ

ア

・
レ

デ

ィ

」 

 
 

 

※

 
 

※

 
 

※ 

(

フ

ラ

ッ

シ

ュ

)
 

理

菜

の

母

・
前

田

明

日

香

(

２

９

)

と

中

学 

生

く

ら

い

の

男

子

が

ピ

ア

ノ

の

前

に

並

ん

で 

座

り

、

ロ

ン

ド

ン

橋

落

ち

た

の

曲

を

連

弾

し 

て

い

る

。 

そ

れ

を

横

で

見

て

い

る

理

菜

(

３

)
。 

※ 
 

※

 
 

※ 

ベ

ン

チ

で

横

に

な

っ

て

い

る

理

菜

、

青

年

の 

歌

で

目

を

覚

ま

す

。 

青

年

「
あ

、

起

き

た

」 

理

菜

は

辺

り

を

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

す

る

。 

青

年

「
近

く

の

公

園

だ

よ

。

突

然

倒

れ

た

か

ら

運

ん 

で

あ

げ

た

」 

理

菜

「
す

み

ま

せ

ん

…
…

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し 

た

」 
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青

年

「
ど

う

い

た

し

ま

し

て

」 

理

菜

は

男

を

凝

視

す

る

。 
２

０

代

く

ら

い

、

色

白

の

青

年

。 

口

元

に

ホ

ク

ロ

が

あ

る

。 

理

菜

「
あ

の

、

さ

っ

き

の

歌

…
…

」 

青

年

「『
ロ

ン

ド

ン

橋

落

ち

た

』
ね

。

こ

の

曲

大

好

き 

な

ん

だ

」 

青

年

の

狂

気

じ

み

た

笑

顔

に

理

菜

の

背

筋

が 

凍

る

。 

青

年

「
ど

う

か

し

た

？

」 

と

、

顔

を

近

づ

け

る

。 

理

菜

が

青

年

か

ら

距

離

を

と

ろ

う

と

し

た

時

、 

高

橋

湊

(

２

３

)

が

や

っ

て

く

る

。 

高

橋

「
理

菜

！

」 

理

菜

は

ス

ッ

と

立

ち

上

が

っ

て

高

橋

の

方

に 

行

き

、

高

橋

の

手

を

握

る

。 

高

橋

「
あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

あ

と

は

俺

が

」 

青

年

「

(

ケ

ロ

ッ

と

)

そ

れ

じ

ゃ

あ

、

お

大

事

に

」 

と

、

あ

っ

さ

り

去

っ

て

い

く

。 

高

橋

「
何

か

さ

れ

た

？

」 
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理

菜

は

首

を

横

に

振

る

。 

高

橋

「
ご

め

ん

遅

く

な

っ

て

」 
と

、

理

菜

を

抱

き

し

め

る

。 

理

菜

「
来

て

く

れ

て

あ

り

が

と

」 

高

橋

「
帰

ろ

。

今

日

は

家

に

い

た

方

が

い

い

」 

高

橋

の

腕

の

中

で

頷

く

理

菜

。 

 

○

ア

パ

ー

ト

・
理

菜

の

部

屋 

ベ

ッ

ド

で

眠

る

理

菜

。 

高

橋

、

床

に

座

っ

て

理

菜

の

手

を

握

る

。 

 

○

バ

ー

・
店

内

(

深

夜

)
 

客

は

誰

も

い

な

い

。 

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

囲

み

、

深

夜

の

ニ

ュ

ー

ス

番 

組

を

み

て

い

る

高

橋

と

マ

ス

タ

ー

・
白

水

透 

(

５

４

)

。 

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

「
今

朝

東

京

都

港

区

の

住

宅

で

、

一 

家

が

殺

害

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

分

か

り

ま

し

た

。

殺

害

さ

れ

た

の

は

小

山

淳

平

さ

ん

、
妻

の

み

ち

る

さ

ん

、

息

子

の

塁

斗

く

ん

の

３

人

で

、

死

因

は

刃
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物

に

よ

る

失

血

死

と

い

う

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

ま

す

。

警

察

は

何

者

か

が

小

山

さ

ん

宅

に

押

し

入

り

殺

害

し

た

と

見

て

捜

査

を

進

め

て

い

ま

す

」 

高

橋

「
こ

れ

で

ハ

ッ

キ

リ

し

た

。

ア

イ

ツ

は

確

実

に 

理

菜

を

狙

い

に

来

て

る

。

現

場

の

近

さ

か

ら

し

て

、

多

分

も

う

…
…

」 

と

、

怖

い

顔

を

し

て

拳

を

握

り

し

め

る

。 

白

水

「
こ

ら

。

眉

間

に

皺

、

寄

っ

て

ん

ぞ

」 

と

、

高

橋

の

額

に

デ

コ

ピ

ン

を

す

る

。 

高

橋

「
！

」 

白

水

「
大

丈

夫

。

俺

も

、

佐

々

木

も

、

凛

子

だ

っ

て 

い

る

」 

高

橋

「
で

す

ね

」 

白

水

「
理

菜

ち

ゃ

ん

の

様

子

は

ど

う

だ

？

」 

高

橋

「
か

な

り

動

揺

し

て

ま

し

た

。

当

然

９

年

前

の 

こ

と

も

思

い

出

し

た

だ

ろ

う

し

、

犯

人

が

近

く

に

い

る

か

も

し

れ

な

い

っ

て

恐

怖

も

あ

る

だ

ろ

う

し

…
…

」 

白

水

「
そ

う

か

…
…

こ

こ

か

ら

が

正

念

場

だ

な

」 
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〇

(

理

菜

の

夢

)

白

い

世

界 

高

橋

「
理

菜

！

」 
と

、

に

こ

や

か

に

手

を

振

る

。 

理

菜

「
湊

く

ん

！

」 

と

、

嬉

し

そ

う

に

駆

け

寄

る

。 

突

然

、

高

橋

が

背

後

か

ら

刃

物

で

刺

さ

れ

て 

倒

れ

る

。 

白

い

地

面

に

広

が

る

血

。 

理

菜

「
湊

く

ん

…
…

ね

ぇ

、

湊

く

ん

！
 

し

っ

か

り 

し

て

！

」 

理

菜

、

床

に

座

り

高

橋

を

腕

の

中

に

抱

い

て 

声

を

か

け

る

。 

高

橋

「
う

…
…

し

ろ

」 

理

菜

が

後

ろ

を

振

り

返

る

と

、

育

て

の

父

・ 

鈴

木

健

一

(

４

１

)

、

母

・
鈴

木

香

澄

(

４ 

１

)

、

親

友

・
花

村

夏

凛

(

１

８

)

、

市

川 

拓

也

(

１

８

)

、

同

級

生

・
西

原

圭

吾

(

１ 

８

)

、

成

宮

翔

(

１

８

)

、

白

水

、

編

集 

長

・
佐

々

木

俊

哉

(

４

５

)

、

師

範

・
塚

目 

凛

子

(

３

４

)

が

血

を

流

し

て

倒

れ

て

い

る

。 
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理

菜

「

(

絶

望

の

表

情

で

)

そ

ん

な

…
…

な

ん

で 

…
…

」 理

菜

に

近

づ

い

て

く

る

足

音

。 

青

年

「

ロ

ン

ド

ン

橋

落

ち

る

落

ち

る

落

ち

る

〜

ロ

ン 

ド

ン

橋

落

ち

る

〜

♪

」 

と

、

歌

い

な

が

ら

全

身

黒

い

服

装

の

男

が

理 

菜

の

前

に

し

ゃ

が

み

込

む

。 

青

年

「

マ

イ

・

フ

ェ

ア

・
レ

デ

ィ

」 

と

、

口

角

を

上

げ

る

。 

口

元

の

ホ

ク

ロ

が

特

徴

的

。 

男

は

血

の

つ

い

た

刃

物

を

持

っ

て

お

り

、

全 

身

に

は

返

り

血

が

べ

っ

と

り

つ

い

て

い

る

。 

(

理

菜

の

夢

終

わ

り

)
 

 

〇

ア

パ

ー

ト

・
理

菜

の

部

屋

の

中

(

深

夜

)
 

理

菜

「
は

っ

！

！

」 

と

、

ベ

ッ

ド

で

勢

い

よ

く

起

き

上

が

る

。 

額

に

は

び

っ

し

ょ

り

汗

を

か

い

て

い

て

、

肩 

で

息

を

す

る

。 

暗

い

部

屋

の

中

を

見

渡

す

が

い

つ

も

通

り

。 
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理

菜

「
は

ぁ

…
…

」 

と

、

息

を

吐

い

て

ベ

ッ

ド

か

ら

出

る

。 
【
鈴

木

理

菜

様

】
と

書

か

れ

た

薬

袋

か

ら

錠 

剤

を

取

り

出

し

水

で

流

し

込

む

。 

ベ

ッ

ド

に

は

入

ら

ず

ブ

ラ

ン

ケ

ッ

ト

を

肩

に 

か

け

、

床

に

体

育

座

り

し

て

丸

く

な

る

。 

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

は

空

に

な

っ

た

錠

剤

の

シ 

ー

ト

が

散

乱

。 

 

○

総

合

病

院

・
精

神

科

・
診

察

室 

医

師

・
阿

部

宏

樹

(

５

８

)

の

話

を

聞

く

理 

菜

、

鈴

木

、

香

澄

。 

理

菜

「
先

生

、

私

も

し

か

し

た

ら

思

い

出

せ

る

か

も 

し

れ

な

い

ん

で

す

。

９

年

前

の

事

件

の

こ

と

！

」 

理

菜

の

目

に

は

ク

マ

が

で

き

て

い

て

、

寝

不 

足

で

ハ

イ

に

な

っ

て

い

る

の

が

分

か

る

。 

理

菜

の

発

言

に

戸

惑

う

阿

部

。 

香

澄

「
ち

ょ

っ

と

、

理

菜

」 

と

、

宥

め

る

。 

阿

部

「
理

菜

ち

ゃ

ん

落

ち

着

い

て

。

そ

ん

な

こ

と

す 
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る

必

要

は

な

い

ん

だ

よ

。

事

件

は

も

う

解

決

し

て

る

。

犯

人

も

と

っ

く

に

捕

ま

っ

て

る

だ

ろ

う

？

」 

理

菜

「
違

っ…
…

」 

鈴

木

「
す

み

ま

せ

ん

、

気

に

し

な

い

で

く

だ

さ

い

先 

生

」 

と

、

話

に

割

り

込

む

。 

し

か

し

理

菜

は

真

っ

直

ぐ

阿

部

を

見

つ

め

て

、 

何

か

言

い

た

げ

。 

阿

部

「
主

治

医

と

し

て

こ

れ

だ

け

は

言

わ

せ

て

ほ

し 

い

。

必

要

も

な

い

の

に

無

理

に

事

件

の

こ

と

を

思

い

出

そ

う

と

す

る

の

は

危

険

だ

。

ダ

メ

だ

よ

、

絶

対

に

。

分

か

る

ね

」 

理

菜

「…
…

は

い

」 

阿

部

「
眠

剤

と

不

安

を

和

ら

げ

る

薬

。

く

れ

ぐ

れ

も 

用

量

用

法

は

守

る

こ

と

。

い

い

か

な

」 

理

菜

「
あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

阿

部

「

(

鈴

木

と

香

澄

に

向

か

っ

て

)

お

２

人

は

理 

菜

さ

ん

が

一

番

安

心

で

き

る

環

境

を

整

え

て

あ

げ

て

く

だ

さ

い

。

ご

両

親

の

心

配

は

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

な

る

べ

く

本

人

の

意

思

を

尊

重

し

て
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あ

げ

て

く

だ

さ

い

」 

鈴

木

と

香

澄

は

顔

を

見

合

わ

せ

て

悩

む

。 

鈴

木

「
は

い

」 

香

澄

「
分

か

り

ま

し

た

」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

理

菜

た

ち

が

出

て

行

っ

た

診

察

室

。 

阿

部

と

看

護

師

だ

け

。 

阿

部

は

パ

ソ

コ

ン

で

カ

ル

テ

に

記

録

を

残

し 

て

い

る

。 

看

護

師

「
理

菜

ち

ゃ

ん

気

が

動

転

し

て

ま

し

た

ね

。 

や

っ

ぱ

り

似

た

よ

う

な

事

件

見

る

と

思

い

出

し

ち

ゃ

う

の

か

な

な

」 

阿

部

「
何

か

他

に

理

由

が

あ

る

の

か

も

ね

。

思

い

出 

し

た

い

理

由

が

」 

阿

部

は

カ

ル

テ

に

【
急

性

一

過

性

精

神

病

性 

障

害

の

リ

ス

ク

あ

り

。

要

経

過

観

察

】
と

入 

力

。 

 

〇

同

・
入

り

口 

理

菜

、

鈴

木

、
香

澄

が

自

動

ド

ア

か

ら

出

て 
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く

る

。 

鈴

木

「
車

取

っ

て

く

る

か

ら

２

人

は

こ

こ

に

い

て

い 

い

よ

」 

香

澄

「
う

ん

分

か

っ

た

」 

鈴

木

が

向

か

う

先

に

高

橋

の

姿

。 

理

菜

「
湊

く

ん

！

」 

と

、

気

づ

く

。 

高

橋

が

近

づ

い

て

来

て

、 

高

橋

「
こ

ん

に

ち

は

」 

と

、

鈴

木

と

香

澄

に

頭

を

下

げ

る

。 

鈴

木

「…
…

ど

う

し

て

君

が

こ

こ

に

？

」 

高

橋

「
す

み

ま

せ

ん

。

理

菜

さ

ん

１

人

じ

ゃ

な

い

と 

は

聞

い

て

た

ん

で

す

け

ど

、

そ

れ

で

も

心

配

だ

っ

た

の

で

」 

鈴

木

「
ボ

デ

ィ

ー

ガ

ー

ド

ご

っ

こ

は

よ

そ

で

や

っ

て 

く

れ

」 

香

澄

「
ち

ょ

っ

と

、

健

一

」 

と

、

鈴

木

を

制

す

る

。 

高

橋

「
ご

っ

こ

じ

ゃ

あ

り

ま

せ

ん

。

理

菜

さ

ん

は

俺 

が

必

ず

守

り

ま

す

。

そ

の

覚

悟

で

こ

こ

に

来

ま

し
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た

」 

と

、

鈴

木

を

真

っ

直

ぐ

見

る

。 
高

橋

を

見

て

、
心

な

し

か

理

菜

の

表

情

が

和 

ら

ぐ

。 

鈴

木

、

そ

の

様

子

を

見

て

、 

鈴

木

「
私

は

ま

だ

君

の

こ

と

も

、

君

の

仮

説

も

信

じ 

て

い

な

い

ん

だ

。

で

も

理

菜

は

…
…

君

の

隣

に

い

る

の

が

一

番

安

心

で

き

る

み

た

い

だ

な

」 

理

菜

「
お

父

さ

ん

…
…

」 

鈴

木

「

(

理

菜

に

)

毎

日

必

ず

連

絡

を

す

る

こ

と

。 

そ

れ

か

ら

、

何

か

あ

っ

た

ら

自

分

た

ち

だ

け

で

解

決

し

よ

う

と

し

な

い

こ

と

。

絶

対

に

約

束

だ

か

ら

な

」 

理

菜

「
う

ん

！

 

あ

り

が

と

う

！

」 

高

橋

「

(

理

菜

に

)

行

こ

う

」 

理

菜

、

頷

い

て

、 

理

菜

「
じ

ゃ

あ

ま

た

ね

」 

と

、

鈴

木

た

ち

に

手

を

振

る

。 

歩

き

な

が

ら

高

橋

が

理

菜

の

手

を

握

る

。 

香

澄

、

理

菜

と

高

橋

の

後

ろ

姿

を

見

な

が

ら

、 
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香

澄

「
も

し

か

し

た

ら

、

お

姉

ち

ゃ

ん

た

ち

が

２

人 
を

巡

り

合

わ

せ

て

く

れ

た

の

か

も

ね

〜

」 

鈴

木

「

(
ム

キ

に

な

っ

て

)

２

人

が

出

会

っ

た

の

は

、 

ア

イ

ツ

が

理

菜

の

こ

と

を

探

り

回

っ

た

か

ら

だ

！

 

運

命

な

ん

か

じ

ゃ

な

い

！

」 

香

澄

「

(

笑

顔

で

)

は

い

は

い

分

か

っ

た

か

ら

。

私 

た

ち

も

帰

ろ

」 

と

、

鈴

木

と

手

を

繋

い

で

歩

き

出

す

。 

 

○

住

宅

街 手

を

繋

い

で

歩

く

理

菜

と

高

橋

。 

理

菜

「
私

、

古

諏

訪

に

行

こ

う

と

思

う

」 

高

橋

は

驚

く

。 

理

菜

「
こ

う

し

て

る

間

に

も

、

本

当

の

犯

人

は

野

放 

し

で

、

罪

の

な

い

湊

く

ん

の

お

兄

さ

ん

が

罰

を

受

け

て

る

。

そ

ん

な

の

絶

対

許

せ

な

い

。

茜

ち

ゃ

ん

み

た

い

に

、

証

言

を

揉

み

消

さ

れ

た

人

が

他

に

も

い

る

は

ず

だ

か

ら

。

私

が

探

し

出

す

」 

高

橋

「
あ

り

が

と

う

理

菜

…
…

で

も

理

菜

は

十

分

す 

ぎ

る

く

ら

い

無

理

し

て

る

か

ら

。

時

間

は

な

い

け
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ど

、

だ

か

ら

と

言

っ

て

焦

る

必

要

は

な

い

と

思

っ

て

る

」 

理

菜

「
今

ま

で

忘

れ

か

け

て

た

記

憶

が

ね

、

少

し

ず 

つ

私

の

中

に

戻

っ

て

き

て

る

の

。

こ

れ

っ

て

、

私

自

身

が

思

い

出

し

た

い

か

ら

な

ん

だ

よ

。

古

諏

訪

に

行

け

ば

、

そ

れ

が

分

か

る

気

が

す

る

」 

湊

は

理

菜

の

圧

に

押

し

負

け

る

。 

湊

「
分

か

っ

た

。

俺

も

一

緒

に

行

く

」 

理

菜

「
あ

り

が

と

う

」 

寄

り

添

い

な

が

ら

歩

く

２

人

。 

 

○

ア

パ

ー

ト

・
理

菜

の

部

屋

(

夜

)
 

香

澄

と

通

話

中

の

理

菜

。 

理

菜

「
も

し

も

し

お

母

さ

ん

。

今

大

丈

夫

？

」 

香

澄

の

声

「
大

丈

夫

だ

よ

。

ど

う

か

し

た

？

」 

理

菜

「
今

日

聞

き

忘

れ

ち

ゃ

っ

た

ん

だ

け

ど

、

ふ

と 

思

い

出

し

た

こ

と

が

あ

っ

て

ね

」 

香

澄

の

声

「
思

い

出

し

た

こ

と

？

」 

理

菜

「

マ

マ

が

ね

、

私

の

知

ら

な

い

男

の

子

と

う

ち 

で

連

弾

し

て

た

の

。

多

分

中

学

生

く

ら

い

。

そ

ん
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な

話

マ

マ

か

ら

聞

い

た

こ

と

な

い

？

」 

香

澄

の

声

「
さ

す

が

に

そ

れ

だ

け

じ

ゃ

な

ん

と

も

言 

え

な

い

わ

ね

。

理

菜

の

幼

稚

園

の

友

達

は

よ

く

家

に

遊

び

に

来

て

た

み

た

い

だ

け

ど

。

ピ

ア

ノ

も

弾

か

せ

て

あ

げ

て

た

と

思

う

よ

。

き

っ

と

先

生

の

血

が

騒

い

だ

だ

ろ

う

し

」 

理

菜

「
先

生

の

血

？

」 

香

澄

の

声

「
あ

れ

、

知

ら

な

か

っ

た

？

 

お

姉

ち

ゃ 

ん

理

菜

が

生

ま

れ

る

前

は

家

で

ピ

ア

ノ

教

室

や

っ

て

た

の

。

あ

、

も

し

か

し

た

ら

そ

の

時

の

生

徒

さ

ん

な

の

か

も

」 

理

菜

「
習

い

に

来

て

た

生

徒

さ

ん

た

ち

の

名

前

っ

て 

分

か

る

！

？

」 

香

澄

の

声

「
名

簿

は

作

っ

て

た

は

ず

だ

か

ら

、

遺

品 

の

中

探

し

て

み

る

ね

」 

理

菜

「
あ

り

が

と

ー

助

か

る

！

」 

香

澄

の

声

「
ね

ぇ

理

菜

。

先

生

に

も

言

わ

れ

た

け

ど

、 

絶

対

に

無

茶

し

な

い

で

ね

？

」 

理

菜

「
う

ん

、

分

か

っ

て

る

。

ご

め

ん

ね

心

配

か

け 

て

。

私

は

大

丈

夫

だ

か

ら

」 
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と

、

電

話

を

切

る

。 

理

菜

Ｍ

「『
ロ

ン

ド

ン

橋

落

ち

た

』
を

口

ず

さ

ん

で

た 

あ

の

男

の

人

。

あ

の

人

に

会

っ

て

か

ら

、

な

ぜ

か

ず

っ

と

胸

騒

ぎ

が

す

る

…
…

」 

 

○

電

車

・
車

内

(

夜

)
 

ス

マ

ホ

で

港

区

の

ニ

ュ

ー

ス

を

見

て

い

る

会 

社

員

・
奈

良

坂

壮

一

(
３

５

)

。 

食

い

入

る

よ

う

に

画

面

を

見

つ

め

る

。 

 

○

(

奈

良

坂

の

回

想

)

古

諏

訪

警

察

署

・
取

り

調

べ

室 Ｔ

「
９

年

前

」 

刑

事

２

人

が

取

り

調

べ

中

。 

取

り

調

べ

を

受

け

て

い

る

の

は

竹

内

魁

(

２ 

０

)

。 

刑

事

・
奈

良

坂

(

２

６

)

は

記

録

を

し

て

い 

る

。 

竹

内

「
俺

は

本

当

に

何

も

し

て

ま

せ

ん

！

 

た

ま

た 

ま

通

り

が

か

っ

た

だ

け

な

ん

で

す

！

 

そ

し

た

ら

、
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家

か

ら

出

て

き

た

阿

部

と

ぶ

つ

か

っ

て

…
…

」 

刑

事

１

が

机

を

強

く

叩

く

。 

刑

事

１

「
デ

タ

ラ

メ

言

っ

て

ん

じ

ゃ

ね

ぇ

ぞ

！

」 

竹

内

「
デ

タ

ラ

メ

な

ん

か

じ

ゃ

な

い

！

」 

と

、

意

思

を

持

っ

た

眼

差

し

で

刑

事

を

見

る

。 

 

○

(

奈

良

坂

の

回

想

)

同

・
刑

事

課

(

夜

)
 

奈

良

坂

が

パ

ソ

コ

ン

で

作

成

し

た

調

書

を

見 

な

が

ら

、 

奈

良

坂

「
と

り

あ

え

ず

竹

内

が

言

っ

て

た

阿

部

を

徹 

底

的

に

洗

い

ま

し

ょ

う

。

向

か

い

の

家

の

女

の

子

が

見

た

っ

て

い

う

男

は

、

阿

部

の

こ

と

か

も

し

れ

な

い

」 と

、

意

気

込

ん

で

い

る

。 

す

る

と

、

先

輩

刑

事

・
吾

妻

豊

(

４

６

)

が 

横

か

ら

そ

の

デ

ー

タ

を

削

除

す

る

。 

奈

良

坂

「
何

し

て

る

ん

で

す

か

！

」 

吾

妻

「

い

い

か

。

お

前

は

何

も

聞

い

て

な

い

。

竹

内 

は

ひ

た

す

ら

否

認

し

続

け

て

る

。

そ

れ

以

上

で

も

以

下

で

も

な

い

」 



22 

 

奈

良

坂

「
な

ん

で

！

 

こ

れ

だ

っ

て

立

派

な

目

撃

証 
言

で

す

よ

？

 

事

情

聞

き

に

行

く

の

が

普

通

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

 

も

し

か

し

た

ら

、

竹

内

は

犯

人

じ

ゃ

な

い

か

も

し

れ

な

い

」 

吾

妻

「…
…

相

手

が

悪

す

ぎ

る

ん

だ

よ

」 

奈

良

坂

「
ど

う

い

う

こ

と

で

す

か

」 

吾

妻

が

突

然

鼻

歌

を

歌

い

始

め

る

。 

奈

良

坂

が

そ

れ

に

続

い

て

、 

奈

良

坂

「
♪

阿

部

建

設

〜

」 

と

、

口

に

し

て

ハ

ッ

と

す

る

。 

奈

良

坂

「
阿

部

…
…

」 

吾

妻

「
阿

部

は

代

々

古

諏

訪

の

大

地

主

な

ん

だ

よ

。 

一

族

で

い

く

つ

も

会

社

経

営

し

て

て

、

阿

部

建

設

と

か

も

そ

の

う

ち

の

一

つ

だ

。

政

治

家

、

弁

護

士

、

医

者

、

な

ん

で

も

揃

っ

て

て

、

ど

こ

に

で

も

顔

が

利

く

」 奈

良

坂

が

息

を

呑

む

。 

吾

妻

「
古

諏

訪

は

阿

部

一

族

の

お

か

げ

で

成

り

立

っ 

て

る

と

言

っ

て

も

過

言

じ

ゃ

な

い

。

そ

れ

く

ら

い

、

大

事

な

後

ろ

盾

な

ん

だ

よ

。

竹

内

の

た

っ

た

ひ

と
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言

だ

け

を

根

拠

に

、

話

な

ん

か

聞

き

に

行

っ

て

み

ろ

。

逆

鱗

に

触

れ

る

ぞ

。

阿

部

家

の

ご

機

嫌

損

ね

た

ら

困

る

人

間

が

た

く

さ

ん

い

ん

だ

よ

。

ま

ぁ

き

っ

と

、

う

ち

の

お

偉

い

さ

ん

も

例

外

じ

ゃ

な

い

。

阿

部

の

家

に

は

誰

も

手

出

し

で

き

な

い

ん

だ

よ

」 

奈

良

坂

「
で

も

、

だ

か

ら

な

ん

だ

っ

て

言

う

ん

で

す 

か

！

 

誇

り

と

使

命

感

を

持

っ

て

、
国

家

と

国

民

に

奉

仕

す

る

こ

と

、

そ

れ

が

警

察

官

で

す

よ

ね

？

 

俺

ら

が

そ

の

責

務

を

怠

っ

て

、

一

体

誰

が

真

実

を

明

ら

か

に

す

る

ん

で

す

か

！

」 

吾

妻

「
覚

え

と

け

。

俺

ら

の

仕

事

は

真

実

を

明

ら

か 

に

す

る

こ

と

じ

ゃ

な

い

。

ふ

さ

わ

し

い

真

実

を

取

捨

選

択

す

る

仕

事

だ

」 

奈

良

坂

「
先

輩

何

言

っ

て

…
…

」 

吾

妻

「
少

年

漫

画

の

ヒ

ー

ロ

ー

気

取

り

た

い

な

ら

よ 

そ

で

や

れ

。

お

前

、

刑

事

向

い

て

ね

ー

よ

。

さ

っ

さ

と

や

め

ち

ま

え

役

立

た

ず

」 

吾

妻

が

奈

良

坂

の

肩

を

押

し

の

け

て

部

屋

を 

出

て

行

く

。 

呆

然

と

す

る

奈

良

坂

。 
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○

(

奈

良

坂

の

回

想

)

古

諏

訪

警

察

署

・
喫

煙

室

(

日

替

わ

り

)
 

吾

妻

が

タ

バ

コ

を

吸

っ

て

い

る

と

、

奈

良

坂 

が

段

ボ

ー

ル

箱

を

抱

え

て

入

っ

て

く

る

。 

疲

労

が

溜

ま

っ

た

表

情

。 

奈

良

坂

「
お

世

話

に

な

り

ま

し

た

」 

と

、

頭

を

下

げ

る

。 

吾

妻

「
お

ぅ

」 

と

、

肩

を

叩

い

て

灰

皿

に

タ

バ

コ

を

潰

す

。 

奈

良

坂

は

頭

を

下

げ

た

ま

ま

悔

し

涙

を

浮

か 

べ

て

い

る

。 

(

奈

良

坂

の

回

想

終

わ

り
)

 

 

○

奈

良

坂

の

家

・
リ

ビ

ン

グ

(

夜

)
 

奈

良

坂

「
た

だ

い

ま

」 

泉

「
お

か

え

り

…
…

」 

ソ

フ

ァ

で

妻

・
奈

良

坂

泉

(

３

５

)

に

宥

め 

ら

れ

て

い

た

娘

・
奈

良

坂

千

夏

(

８

)

が

再 

び

泣

き

出

し

て

奈

良

坂

の

所

に

走

っ

て

く

る

。 

奈

良

坂

「
ど

う

し

た

千

夏

」 
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千

夏

「

(

泣

き

な

が

ら

)

パ

パ

警

察

だ

っ

た

ん

で

し 
ょ

？
 

塁

斗

く

ん

の

犯

人

捕

ま

え

て

ぇ

ー

ー

ー

ー

」 
奈

良

坂

は

な

ん

の

話

か

理

解

で

き

ず

戸

惑

い 

な

が

ら

、

と

り

あ

え

ず

頭

を

撫

で

る

。 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

夕

食

を

食

べ

る

奈

良

坂

。 

泉

は

一

緒

に

座

っ

て

お

茶

を

飲

む

。 

千

夏

は

い

な

い

。 

泉

「
港

区

の

事

件

見

た

？

」 

奈

良

坂

「
う

ん

」 

泉

「
亡

く

な

っ

た

ご

家

族

が

ね

、

千

夏

の

友

達

な

の

」 

奈

良

坂

「
え

…
…

」 

泉

「
あ

っ

ち

に

引

っ

越

し

ち

ゃ

っ

て

家

は

遠

く

な

っ 

た

ん

だ

け

ど

、

こ

の

前

も

一

緒

に

遊

ん

で

『
ま

た

ね

』

っ

て

言

っ

た

ば

っ

か

り

だ

っ

た

の

。

な

ん

で

こ

ん

な

こ

と

に

…
…

」 

と

、

涙

ぐ

む

。 

奈

良

坂

が

テ

ィ

ッ

シ

ュ

で

泉

の

涙

を

拭

く

。 

泉

「
あ

り

が

と

」 

奈

良

坂

は

い

た

た

ま

れ

な

い

顔

で

、

自

分

の 
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足

に

爪

を

立

て

る

。 

泉

「
東

京

の

警

察

も

す

ぐ

捕

ま

え

て

く

れ

る

よ

ね

？

 
 

古

諏

訪

の

時

み

た

い

に

」 

奈

良

坂

「…
…

必

ず

捕

ま

え

る

よ

」 

と

、

立

ち

上

が

る

。 

 

○

長

野

・
吾

妻

の

家

・
和

室
(

夜

)
 

仏

壇

の

前

で

手

を

合

わ

せ

る

吾

妻

(

５

５

)

。 

仏

壇

に

は

優

し

く

微

笑

む

妻

・
吾

妻

美

枝

子 

(

５

１

)

の

写

真

。 

吾

妻

「
俺

は

お

前

と

同

じ

所

へ

は

行

け

な

い

だ

ろ

う 

な

…
…

」 

そ

の

時

、

ス

マ

ホ

に

着

信

が

か

か

る

。 

慣

れ

な

い

手

つ

き

で

電

話

に

出

る

。 

吾

妻

「
も

し

も

し

？

」 

 

○

長

野

・
居

酒

屋

・
店

内

(

夜

)
 

奈

良

坂

「
お

久

し

ぶ

り

で

す

。

急

に

連

絡

し

て

す

み 

ま

せ

ん

」 

吾

妻

「
悪

い

な

、

わ

ざ

わ

ざ

こ

っ

ち

ま

で

来

て

も

ら 
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っ

て

。

今

東

京

に

住

ん

で

ん

だ

っ

て

？

 

嫁

さ

ん

元

気

か

？

」 

奈

良

坂

「
は

い

。
子

供

も

生

ま

れ

て

、

今

８

歳

で

す

」 

と

、

ス

マ

ホ

で

写

真

を

見

せ

る

。 

吾

妻

「
お

ー

目

元

が

お

前

に

そ

っ

く

り

だ

」 

奈

良

坂

「
聞

き

ま

し

た

よ

。

今

刑

事

部

長

だ

っ

て

」 

吾

妻

「
病

気

で

嫁

さ

ん

亡

く

し

て

、
仕

事

の

辞

め

時 

も

見

失

っ

て

、

気

づ

い

た

ら

無

駄

に

デ

ッ

カ

い

肩

書

き

だ

け

が

残

っ

て

た

」 

奈

良

坂

「
今

日

は

そ

の

デ

ッ

カ

い

肩

書

き

を

頼

り

に 

き

ま

し

た

」 

吾

妻

「…
…

だ

い

た

い

検

討

は

つ

く

。

お

前

、

あ

の 

時

と

同

じ

目

し

て

る

か

ら

」 

と

、

奈

良

坂

の

両

目

を

指

さ

す

。 

奈

良

坂

は

一

呼

吸

お

い

て

か

ら

話

し

出

す

。 

奈

良

坂

「
港

区

で

起

こ

っ

た

例

の

事

件

…
…

殺

さ

れ 

た

ご

家

族

が

娘

の

友

人

な

ん

で

す

」 

吾

妻

の

瞳

が

揺

れ

る

。 

吾

妻

「
そ

う

か

…
…

そ

れ

は

辛

い

な

」 

奈

良

坂

「
俺

が

殺

し

た

も

同

然

で

す

。

俺

が

あ

の

時 
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逃

げ

た

か

ら

。

真

犯

人

は

今

も

野

放

し

で

す

」 

吾

妻

「…
…

何

言

っ

て

ん

だ

。

古

諏

訪

の

犯

人

、

竹 

内

は

ち

ゃ

ん

と

ム

シ

ョ

に

い

ん

だ

ろ

。

今

回

の

件

と

は

関

係

な

い

」 

奈

良

坂

「
犯

人

捕

ま

え

て

っ

て

娘

に

泣

き

つ

か

れ

た 

時

、

思

い

出

し

た

ん

で

す

。

竹

内

を

移

送

す

る

時

に

来

て

た

竹

内

の

弟

の

顔

。

竹

内

に

罪

被

せ

て

、

家

族

め

ち

ゃ

く

ち

ゃ

に

し

て

。

そ

ん

な

こ

と

ま

で

し

て

守

ら

な

き

ゃ

い

け

な

い

も

の

な

ん

て

こ

の

世

に

な

い

で

す

よ

…
…

？

」 

吾

妻

「
お

前

は

変

わ

っ

て

ね

ー

な

。

少

年

漫

画

の

ヒ 

ー

ロ

ー

気

取

る

な

ら

」 

と

、

言

っ

て

い

る

途

中

で

、 

奈

良

坂

「
少

年

漫

画

の

ヒ

ー

ロ

ー

気

取

る

な

ら

よ

そ 

で

や

れ

、

で

す

よ

ね

」 

吾

妻

「
覚

え

て

ん

な

ら

言

わ

せ

ん

な

」 

奈

良

坂

「
力

を

貸

し

て

く

だ

さ

い

」 

と

、

頭

を

下

げ

る

。 

吾

妻

「
お

飾

り

と

は

い

え

こ

れ

で

も

ま

だ

一

応

警

察 

や

っ

て

ん

だ

よ

。

う

ち

に

楯

突

こ

う

と

し

て

る

や



29 

 

つ

に

手

な

ん

か

貸

す

わ

け

ね

ー

だ

ろ

」 

奈

良

坂

「
じ

ゃ

あ

な

ん

で

会

っ

て

く

れ

た

ん

で

す 

か

？

 
何

の

話

か

分

か

っ

て

た

ん

で

す

よ

ね

？

」 

吾

妻

「
元

後

輩

が

下

手

や

ら

か

さ

な

い

よ

う

に

釘

刺 

そ

う

と

思

っ

た

ん

だ

よ

。

俺

に

ま

で

火

の

粉

飛

ん

で

き

た

ら

困

る

か

ら

な

」 

奈

良

坂

「
と

か

言

っ

て

、

先

輩

は

い

つ

だ

っ

て

自

分 

の

こ

と

は

後

回

し

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

あ

の

時

も

、

俺

を

組

織

の

隠

蔽

に

巻

き

込

ま

な

い

た

め

に

、

あ

え

て

キ

ツ

イ

こ

と

言

っ

て

追

い

出

し

て

く

れ

た

ん

で

す

よ

ね

」 

吾

妻

「
ど

こ

ま

で

も

お

め

で

た

い

や

つ

だ

な

。

本

当 

に

向

い

て

な

い

と

思

っ

た

か

ら

言

っ

た

ん

だ

よ

。

全

部

本

音

だ

バ

ー

カ

」 

奈

良

坂

「
ど

う

か

俺

に

力

を

貸

し

て

く

だ

さ

い

。

竹 

内

は

今

も

刑

務

所

の

中

で

す

。

失

っ

た

時

間

は

取

り

戻

せ

な

い

け

ど

、

こ

の

先

の

未

来

は

守

れ

る

。

罪

を

償

わ

な

き

ゃ

い

け

な

い

の

は

真

犯

人

と

、

俺

た

ち

じ

ゃ

な

い

ん

で

す

か

？

」 

と

、

訴

え

る

。 
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※

 
 

※

 
 

※ 

(

フ

ラ

ッ

シ

ュ

)
 

病

床

の

美

枝

子

(

５

１

)

。 

美

枝

子

「
ね

ぇ

あ

な

た

。

こ

れ

か

ら

も

、

困

っ

て

る 

人

を

助

け

て

あ

げ

て

。

あ

な

た

は

私

の

誇

り

よ

」 

と

、

吾

妻

(

５

２
)

の

手

を

握

る

。 

 
 

 

※

 
 

※

 
 

※ 

吾

妻

は

ま

ぶ

た

の

裏

に

美

枝

子

の

姿

を

思

い 

描

く

。 

奈

良

坂

「
明

日

、

古

諏

訪

の

駅

前

で

待

っ

て

ま

す

か 

ら

。

飲

み

代

は

立

て

替

え

と

い

て

く

だ

さ

い

。

明

日

返

し

ま

す

」 

と

、

宣

言

し

て

店

を

後

に

す

る

。 

吾

妻

は

フ

ッ

と

笑

っ

て

、 

吾

妻

「
払

わ

ん

で

結

構

だ

よ

。

も

し

明

日

行

っ

た

ら

、 

俺

が

ケ

チ

み

て

ぇ

じ

ゃ

ね

ー

か

」 

吾

妻

Ｍ

「
な

ぁ

美

枝

子

。

今

さ

ら

遅

い

か

も

し

れ

な 

い

が

、

俺

は

や

っ

ぱ

り

お

前

が

誇

れ

る

男

で

あ

り

た

い

な

」 

と

、

酒

を

流

し

込

む

。 
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○

あ

る

豪

邸

・
リ

ビ

ン

グ

(

夜

)
 

ド

ア

を

開

け

て

阿

部

美

里

(

４

９

)

が

帰

っ 
て

く

る

。 

阿

部

樹

「
お

か

え

り

」 

と

、

息

子

・
阿

部

樹

(

２

２

) 

が

出

迎

え

る

。 

美

里

「

(

嬉

し

そ

う

に

)

え

、

な

ん

で

！

？

 

し

ば 

ら

く

帰

っ

て

こ

れ

な

い

っ

て

言

っ

て

た

の

に

！

」 

阿

部

樹

「
母

さ

ん

を

驚

か

せ

た

か

っ

た

ん

だ

。

ど 

う

？

 

ビ

ッ

ク

リ

し

た

？

」 

と

、

ワ

ク

ワ

ク

し

た

顔

。 

美

里

「

(

愛

お

し

そ

う

に

)

う

ん

、

ビ

ッ

ク

リ

し

た

」 

阿

部

樹

「
や

っ

た

。

作

戦

成

功

」 

美

里

「
ご

は

ん

は

？

 

食

べ

て

来

た

？

」 

阿

部

樹

「
ま

だ

。

久

し

ぶ

り

に

母

さ

ん

の

ご

飯

食

べ 

た

く

て

」 

美

里

「
そ

ん

な

こ

と

言

っ

て

く

れ

る

の

樹

だ

け

ね

。 

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

て

す

ぐ

用

意

す

る

か

ら

」 

広

々

と

し

た

リ

ビ

ン

グ

に

は

大

き

な

テ

ー

ブ 

ル

。 

中

央

に

は

花

が

飾

ら

れ

、

手

入

れ

が

行

き

届 
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い

て

い

る

。 

棚

に

は

い

く

つ

も

の

写

真

立

て

が

飾

ら

れ

て 
い

る

。 

写

真

は

ど

れ

も

阿

部

樹

の

も

の

ば

か

り

。 

美

里

、

ア

イ

ラ

ン

ド

キ

ッ

チ

ン

で

手

を

洗

う

。 

阿

部

樹

「
兄

ち

ゃ

ん

は

？
 

相

変

わ

ら

ず

？

」 

美

里

、

手

元

を

見

た

ま

ま

、 

美

里

「

(

手

元

を

見

た

ま

ま

)
う

ん

」 

 

○

同

・
一

室

(

夜

)
 

美

里

、

夕

食

を

乗

せ

た

ト

レ

ー

を

持

っ

て

ド 

ア

を

２

回

ノ

ッ

ク

。 

美

里

「

(

よ

そ

よ

そ

し

い

)

司

？

 

ご

飯

置

い

て

お 

く

ね

」 中

か

ら

応

答

は

な

し

。 

ド

ア

に

耳

を

当

て

る

が

人

の

気

配

が

な

い

。 

美

里

「
司

？

 

い

な

い

の

？

」 

美

里

、

恐

る

恐

る

ド

ア

を

開

け

る

。 

モ

ノ

ト

ー

ン

で

統

一

さ

れ

た

部

屋

。 

物

は

少

な

い

。 
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本

棚

の

本

は

大

き

さ

や

色

で

理

路

整

然

と

並 

ぶ

。 
美

里

、

怪

し

い

も

の

を

探

す

よ

う

に

部

屋

の 

中

を

巡

回

す

る

。 

デ

ス

ク

の

上

の

文

具

や

ノ

ー

ト

も

真

っ

直

ぐ 

に

並

べ

ら

れ

て

い

る

。 

ノ

ー

ト

を

パ

ラ

パ

ラ

と

め

く

る

が

中

に

は

何 

も

書

い

て

お

ら

ず

、

ノ

ー

ト

を

戻

す

。 

続

い

て

、

デ

ス

ク

の

引

き

出

し

に

手

を

伸

ば 

す

。 

ゴ

ク

リ

と

固

唾

を

飲

ん

で

引

き

出

し

を

開

け 

よ

う

と

す

る

と

、 

阿

部

司

「
ど

う

し

た

の

母

さ

ん

」 

と

、

い

つ

の

間

に

か

背

後

に

・
阿

部

司

(

２ 

９

)

が

立

っ

て

い

る

。 

２

０

代

く

ら

い

、

口

元

に

ホ

ク

ロ

が

あ

る

色 

白

の

好

青

年

。 

美

里

、

瞬

時

に

手

を

引

っ

込

め

て 

美

里

「
う

う

ん

別

に

！

」 

と

、

デ

ス

ク

か

ら

離

れ

る

。 
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阿

部

司

「
勝

手

に

触

ら

な

い

で

も

ら

え

る

？

」 

美

里

「
(

震

え

な

が

ら

)

お

母

さ

ん

何

も

触

っ

て

な 

い

わ

よ

？

」 

阿

部

司

、

デ

ス

ク

の

上

の

ノ

ー

ト

の

位

置

を 

直

し

て

、 

阿

部

司

「

(

ニ

コ

ッ

と

笑

っ

て

)

触

ら

な

い

で

ね

？

」 

美

里

「

(

怯

え

な

が

ら

)
ご

、

ご

め

ん

な

さ

い

。

も 

う

し

な

い

か

ら

」 

阿

部

司

「
そ

ん

な

に

怯

え

な

い

で

よ

。

ね

ぇ

、

母

さ 

ん

」 

と

、

美

里

の

肩

を

触

っ

て

不

気

味

な

笑

み

を 

浮

か

べ

る

。 

※ 
 

※

 
 

※ 

(

フ

ラ

ッ

シ

ュ

)
 

玄

関

で

雨

と

血

で

濡

れ

た

黒

い

カ

ッ

パ

を

着 

た

阿

部

司

(

２

０

)

が

、

達

成

感

と

興

奮

で 

昂

っ

た

表

情

で

立

ち

尽

く

す

。 

※ 
 

※

 
 

※ 

美

里

は

か

つ

て

の

阿

部

司

を

思

い

出

し

て

冷 

や

汗

を

流

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

（
了

） 


